
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

童
話
・
お
話
・
意
見
発
表
大

会
で
は
、
中
頭
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
皆
様
と
学
校
お
よ
び
地

域
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
特
に
、
次
の
二
つ
の

課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一

つ
目
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
や
意

義
を
改
め
て
発
信
し
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
を
「
よ
い
学
校

を
つ
く
る
、
よ
い
保
護
者
（
親
）

に
な
る
、
よ
い
学
習
環
境
を
つ

く
る
」
の
三
つ
に
整
理
し
て
み

ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
よ
り
健

全
で
透
明
性
の
高
い
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
、
適
切
な
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
計
の
方
法
を
提
案
す
る
こ
と

で
す
。
単
Ｐ
や
市
町
村
Ｐ
等
で

利
用
で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
の

「
ひ
な
形
」
を
つ
く
り
、
皆
様

に
提
供
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
特
に
、
ス
マ
ホ
の
使

い
方
を
家
族
で
話
し
合
い
、
家

庭
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
。

「
親
子
の
水
曜
日
」
を
推
進
す

る
こ
と
。
「
子
ど
も
同
伴
で
の

居
酒
屋
な
ど
の
利
用
は
、
夜
９

時
ま
で
に
は
帰
り
ま
し
ょ
う
運

動
」
を
推
進
す
る
等
、
時
代
に

即
し
た
新
し
い
活
動
を
展
開
し

て
、
子
ど
も
達
の
学
習
環
境
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

副
会
長

石
川

謙

「
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
・
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
つ
い
て
、

福
岡
県
・
長
崎
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

実
践
発
表
を
行
い
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及
に
お
け

る
環
境
の
変
化
だ
け
に
注
目
す

る
の
で
な
く
、
子
ど
も
達
を
取

り
巻
く
メ
デ
ィ
ア
環
境
全
体
を

通
し
て
色
々
な
活
動
実
践
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
共
通
で
言
え

る
事
は
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
が
登

場
し
て
も
、
原
点
は
、
学
校
・

家
庭
と
地
域
に
お
い
て
、
取
り

組
む
こ
と
で
成
果
を
挙
げ
て
い

る
点
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

家
庭
で
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
ル
ー

ル
作
り
を
築
き
、
単
に
、
「
ダ

メ
ダ
メ
」
で
な
く
、
子
ど
も
達

と
会
話
し
、
家
庭
に
お
け
る
会

話
を
通
し
て
解
決
策
を
見
つ
け

て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。
学
校
・
地
域

に
お
い
て
は
、
他
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
実

践
活
動
等
を
参
考
に
、
独
自
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
実
施
し
、
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
新
し
く

発
生
し
た
の
で
な
く
、
過
去
に

各
単
Ｐ
で
実
践
し
た
同
じ
よ
う

な
事
例
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
活
動
を
毎
年
少
し

ず
つ
実
践
す
る
こ
と
で
、
い
い

成
果
が
現
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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（１）

新
年
の
挨
拶

初日の出（波之上宮より）

沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

宮

城

光

秀

親子で作ろう！

沖縄県立総合

教育センター

（沖縄市与儀）

告知

第
60
回

（
特
集
は
４
面
）

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会

関 連第
９
分
科
会
参
加
報
告

福
岡
市
大
会

撮影：伊波郁美

『スマホ
おきなわルール』

ネット被害から
子ども達を守る

入場無料

（仮題）

平成28年2月14日(日)

午後1:00～4:30



（
小
学
校
・
低
学
年
・
男
子

…
渡
慶
次
小
学
校
）

１
．
内
容

・
ど
の
子
も
よ
く
覚
え
、
堂
々

と
役
に
な
り
き
っ
て
い
る
。

・
表
現
者
と
し
て
素
晴
ら
し

い
。

２
．
音
声

・
と
て
も
し
っ
か
り
発
声
し

て
い
る
。
（
腹
の
底
か
ら
声

が
出
て
い
る
）

３
．
態
度

・
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
自

分
も
感
動
し
、
思
い
を
し
っ

か
り
伝
え
て
い
て
素
晴
ら
し

い
。

・
県
大
会
な
の
で
、
時
間
オ
ー

バ
ー
し
な
い
指
導
を
お
願
い

し
た
い
。

・
上
手
、
下
手
、
足
の
動
き

に
つ
い
て
は
、
指
導
者
研
で

さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
欲
し

い
。

（
小
学
校
・
低
学
年
・
女
子

…
北
中
城
小
学
校
）

１
．
内
容

・
ど
の
作
品
も
、
人
の
心
を

打
つ
材
料
を
含
ん
だ
内
容
で

あ
り
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
も

の
で
あ
っ
た
。

・
作
品
構
成
を
工
夫
し
て
、

よ
り
感
動
的
に
伝
わ
る
も
の

に
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

・
具
体
的
に
は
、
物
語
の
山

場
や
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
よ

く
考
え
て
、
ど
う
い
う
流
れ

で
話
す
人
と
聴
く
人
へ
よ
り

感
動
を
与
え
ら
れ
る
か
、
話

し
方
の
構
成
を
も
っ
と
焦
点

化
す
る
と
良
い
。
（
話
し
方

が
単
調
に
な
ら
な
い
工
夫
を

す
る
）

２
．
音
声

・
ど
の
子
も
元
気
よ
く
、
堂
々

と
発
表
し
て
い
た
。

・
登
場
人
物
に
な
り
き
っ
て

発
表
し
て
い
た
こ
と
は
、
聴

く
人
の
心
を
引
き
付
け
て
い

た
。

・
大
き
な
声
で
発
声
し
よ
う

と
す
る
が
あ
ま
り
、
不
明
瞭

な
発
音
や
発
声
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
。

・
無
理
の
な
い
自
然
な
声
で

発
声
す
る
こ
と
が
大
切
。
一

つ
一
つ
の
言
葉
を
丁
寧
に
発

声
し
て
、
強
弱
を
つ
け
な
が

ら
も
明
瞭
に
話
す
こ
と
が
最

も
大
事
。

３
．
態
度

・
司
会
者
に
名
前
を
呼
ば
れ

て
か
ら
最
後
に
席
に
着
く
ま

で
、
礼
儀
正
し
い
態
度
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
間
の
取
り

方
の
工
夫
は
、
聴
く
人
の
心

を
引
き
付
け
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
努
力
し
て
欲
し
い
。

・
多
少
、
動
作
が
オ
ー
バ
ー

な
所
が
見
受
け
ら
れ
た
。
オ
ー

バ
ー
過
ぎ
る
動
作
は
、
感
動

で
逆
効
果
と
な
る
場
合
も
あ

る
。
話
し
方
の
構
成
と
併
せ

て
、
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う

メ
リ
ハ
リ
を
持
た
せ
た
方
が

な
お
良
い
。

４
．
そ
の
他

・
見
学
し
て
く
れ
た
北
中
城

小
学
校
の
児
童
の
聴
く
態
度

が
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

（
小
学
校
・
高
学
年
・
男
子

…
山
内
小
学
校
）

１
．
内
容

・
戦
後
70
年
目
の
節
目
に
あ

た
り
、
平
和
に
関
す
る
こ
と

へ
の
意
識
の
高
さ
が
表
れ
て

お
り
、
平
和
の
大
切
さ
（
命

を
つ
な
い
で
く
れ
た
こ
と
へ

の
感
謝
）
が
多
か
っ
た
。

・
学
校
生
活
の
中
か
ら
学
校

行
事
、
部
活
動
等
の
身
近
な

材
料
を
使
っ
て
会
話
文
や
心

の
内
な
る
声
等
を
う
ま
く
活

用
し
て
、
文
章
構
成
を
組
み

立
て
て
い
る
の
が
良
か
っ
た
。

・
家
族
と
の
ふ
れ
合
い
（
祖

父
母
）
を
大
事
に
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
た
。

・
聴
く
人
を
意
識
し
て
、
話

し
言
葉
（
敬
体
）
で
表
現
す

る
ほ
う
が
良
い
。

２
．
音
声

・
聴
く
人
に
よ
く
聞
こ
え
る

声
で
、
明
る
く
は
っ
き
り
し

て
い
て
、
間
の
取
り
方
も
良

く
で
き
て
い
た
。

・
話
し
方
が
自
然
体
で
、
内

容
が
自
分
の
も
の
に
な
っ
て

い
て
説
得
力
が
あ
っ
た
。

３
．
態
度

・
服
装
、
容
儀
も
良
か
っ
た
。

・
上
手
、
下
手
の
意
識
を
持

た
せ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
っ

た
。
（
指
導
者
へ
お
願
い
し

た
い
）

（
小
学
校
・
高
学
年
・
女
子

…
北
谷
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
）

１
．
内
容

・
戦
後
70
年
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
体
験
や
お
話

か
ら
、
今
生
き
て
い
る
「
感

謝
」
と
語
り
伝
え
て
い
く

「
使
命
」
を
訴
え
た
作
品
が

３
点
。

・
命
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
感

謝
の
心
」
と
「
自
己
成
長
」

へ
と
つ
な
げ
た
作
品
が
３
点
。

・
最
も
多
か
っ
た
内
容
が
、

人
・
こ
と
・
物
と
の
「
出
会

い
」
に
よ
り
、
挑
戦
や
夢
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
作
品
が

10
点
だ
っ
た
。

・
多
感
な
高
学
年
女
子
が
、

情
報
や
体
験
か
ら
新
た
な
挑

戦
や
未
来
に
向
け
た
夢
を
持

ち
、
自
己
成
長
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
姿
が
読
み
取
れ
て
、

頼
も
し
い
と
思
っ
た
。

２
．
音
声

・
思
い
を
言
葉
に
の
せ
て
、

は
っ
き
り
し
た
口
調
で
発
表

し
た
り
、
普
段
か
ら
発
声
練

習
が
鍛
え
ら
れ
た
自
然
の
声

で
、
聴
き
手
の
耳
に
無
理
の

な
い
、
聞
こ
え
の
い
い
発
表

が
あ
っ
た
り
し
た
。

・
間
の
使
い
方
が
優
れ
て
い

て
、
声
の
変
化
に
も
慣
れ
て

い
る
発
表
が
あ
っ
た
。

・
課
題
と
し
て
は
、
語
尾
だ

け
が
聴
こ
え
た
り
、
一
本
調

子
で
あ
っ
た
り
、
言
葉
が
詰

ま
っ
た
り
し
た
発
表
が
あ
っ

た
。

３
．
態
度

・
豊
か
な
表
情
と
自
然
体
の

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
、
内
容
を

う
ま
く
伝
え
て
い
る
発
表
が

あ
っ
た
。
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第
66
回
沖
縄
県
小
中
学
校
童
話
・
お
話
・
意
見
発
表
大
会

中
頭
大
会
審
査
講
評
（
ま
と
め
）



・
課
題
と
し
て
は
、
作
文
を

読
む
よ
う
な
発
表
で
あ
っ
た

り
、
ず
っ
と
前
か
が
み
で
の

表
現
で
あ
っ
た
り
、
下
方
を

向
い
た
た
め
か
声
が
よ
く
通

ら
な
か
っ
た
り
、
残
念
な
発

表
が
あ
っ
た
。

４
．
そ
の
他

・
一
人
ひ
と
り
呼
名
さ
れ
た

ら
、
発
表
者
全
員
か
ら
元
気

な
声
で
「
ハ
イ
！
」
と
い
う

明
る
い
声
が
帰
っ
て
き
た
。

・
全
員
が
、
服
装
が
清
楚
で

好
感
が
も
て
た
。

・
今
年
度
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
審
査

基
準
が
設
け
ら
れ
、
審
査
で

意
見
が
わ
れ
る
事
も
な
く
審

査
進
行
上
、
有
効
で
あ
っ
た
。

・
課
題
と
し
て
は
、
時
間
オ
ー

バ
ー
が
２
人
い
て
、
減
点
と

な
り
も
っ
た
い
な
か
っ
た
。

（
中
学
校
・
男
子
…
西
原
東

中
学
校
）

１
．
内
容

・
い
ず
れ
も
中
学
生
ら
し
い

内
容
で
良
か
っ
た
。

・
実
体
験
を
も
と
に
し
て
意

見
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
前

向
き
な
姿
勢
は
好
感
が
持
て

た
。

・
根
拠
と
な
る
具
体
例
が
不

適
切
で
あ
っ
た
り
、
文
脈
が

ス
ム
ー
ズ
で
は
な
い
意
見
も

あ
り
残
念
だ
っ
た
。

２
．
音
声

・
表
現
力
豊
か
で
、
堂
々
と

し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。

・
語
尾
が
伸
び
た
り
、
ア
ク

セ
ン
ト
の
つ
け
方
（
抑
揚
）

に
課
題
が
あ
る
。

・
強
調
し
た
い
と
こ
ろ
は
、

声
を
大
き
く
す
る
と
い
う
誤

解
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
間
の

取
り
方
を
大
事
に
し
て
欲
し

い
。

３
．
態
度

・
堂
々
と
し
て
い
て
良
い
。

・
原
稿
を
自
分
の
も
の
に
し

て
い
る
。
（
丸
暗
記
で
は
な

く
、
説
得
力
の
あ
る
意
見
発

表
だ
っ
た
。

・
時
間
超
過
に
よ
る
減
点
者

が
３
名
い
た
こ
と
は
残
念
だ
っ

た
。

（
中
学
校
・
女
子
…
ゆ
う
な

ホ
ー
ル
）

１
．
内
容

・
身
近
な
題
材
を
取
り
上
げ
、

建
設
的
で
前
向
き
に
自
分
自

身
を
変
え
て
い
く
話
に
感
動

し
た
。

・
課
題
と
し
て
は
、
文
中
に

適
し
て
な
い
言
葉
も
あ
っ
た
。

２
．
音
声

・
う
っ
と
り
と
聴
か
せ
る
語

り
が
素
晴
ら
し
い
。
（
普
段

の
生
活
で
育
ま
れ
た
も
の
）

・
し
っ
か
り
と
届
く
声
だ
が
、

早
口
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

３
．
態
度

・
マ
イ
ク
の
調
整
も
良
か
っ

た
。

・
台
に
手
が
掛
か
ら
な
い
方

が
良
い
。

・
表
情
の
豊
か
さ
と
自
然
な

態
度
。

・
聴
き
手
を
意
識
し
て
い
る
。
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地 区 学校名 学年 氏 名 演 題

小低・男子 那覇地区 大岳小 ３ 田村 晴 花さき山

小低・女子 中頭地区 恩納小 ３ 玉城 美柚
王様になった

ヤンバルクイナ

小高・男子 中頭地区 島袋小 ５ 新野 夏南人 四つの約束

小高・女子 中頭地区 普天間第二小 ５ 国吉 あん あいさつはまほうの言葉

中学・男子 那覇地区 真和志中 ３ 高良 玲央 継承者の一人として

中学・女子 那覇地区 首里中 ３ 喜納 香音 私を支えてくれるもの

平成27年度 第66回沖縄県童話・お話・意見発表大会中頭大会 審査結果

（３）

最
優
秀
賞



昨
年
10
月
24
日(

土)

分
科

会
・
25
日(

日)

全
体
会
が
福

岡
市
内
の
各
会
場
で
開
か
れ
た
。

「
今
こ
そ
深
め
よ
う
！
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
絆

共
に
感
じ
、
共
に
学
び
、
共
に

育
つ
絆
づ
く
り

～
共
感
・
共
学
・
共
育
」

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

九
州
・
沖
縄
の
会
員
が
多
く
集

ま
り
、
熱
い
議
論
が
行
わ
れ
た
。

全
体
会
で
は
、
大
会
宣
言
、

決
議
文
採
択
な
ど
が
行
わ
れ
る

な
か
表
彰
式
が
あ
り
、
沖
縄
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
も
、
多
く

の
単
Ｐ
や
個
人
の
方
が
表
彰
さ

れ
、
前
会
長
の
伊
敷
猛
さ
ん
も

こ
こ
で
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
。

全
体
会
終
了
後
の
第
１
部
基

調
報
告
で
は
、
被
災
地
交
流
事

業
で
仙
台
市
の
人
々
と
交
流
を

行
っ
た
福
岡
市
内
の
中
学
生
達

の
報
告
が
あ
り
、
今
も
変
わ
ら

ぬ
被
災
地
の
惨
状
と
、
人
々
の

苦
悩
や
力
強
さ
を
生
々
し
く
伝

え
て
い
た
。
第
２
部
基
調
講
演

で
は
、
女
優
の
藤
原
紀
香
さ
ん

が
講
演
を
行
っ
た
。
「
地
球
社

会
と
共
に
」
を
演
題
と
し
、
戦

争
や
環
境
問
題
と
い
う
世
界
の

矛
盾
の
な
か
で
、
苦
し
ん
で
い

る
子
ど
も
達
を
助
け
る
た
め
に

世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
い
る
様

子
を
話
し
て
い
た
。
テ
レ
ビ
で

見
せ
る
女
優
の
１
面
と
は
異
な

る
芯
の
強
さ
と
優
し
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。

ＰＴＡ新聞おきなわ 平成28年１月21日 第467号

今
こ
そ
深
め
よ
う
！
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
絆

共
に
感
じ
、
共
に
学
び
、
共
に
育
つ
絆
づ
く
り

第
60
回

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会

福
岡
市
大
会

（4）

◆
個
人
の
部

長
山
勝
美
（
屋
部
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

伊
敷

猛
（
嘉
手
納
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

名
幸
芳
德
（
北
中
城
中
父
母
教

）

東
盛
政
行
（
中
城
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

仲
村
兼
富
（
仲
泊
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

中
川
康
司
（
嘉
手
納
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

上
江
洌
定
洋

（
仲
西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

阿
波
連
秀
敏

（
浦
添
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

池
原

宏
（
浦
城
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

末
吉
信
哲
（

高
嶺
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

狩
俣
勝
成
（
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

上
間
喜
仁
（
石
垣
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

◆
団
体
の
部

名
護
市
立
屋
部
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

西
原
町
立
坂
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

北
中
城
村
立
北
中
城
中
父
母
教
師
会

那
覇
市
立
金
城
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

糸
満
市
立
糸
満
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

南
城
市
立
大
里
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

南
城
市
立
知
念
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

宮
古
島
市
立
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

石
垣
市
立
川
平
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

表彰者の皆さん

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰

◆
個
人
の
部

大
城

剛

(

西
原
町
Ｐ
連
）

仲
村
和
也
（
宜
野
湾
市
Ｐ
連
）

仲
宗
根
宗
英
（
沖
縄
市
Ｐ
連
）

大
山

正
（
那
覇
地
区
Ｐ
連
）

◆
団
体
の
部

大
宜
味
村
立

塩
屋
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

嘉
手
納
町
立
嘉
手
納
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

◆
団
体
の
部

名
護
市
立
屋
我
地
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

嘉
手
納
町
立
屋
良
幼
・
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

竹
富
町
立
西
表
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

親

子

の

水

曜

日

運

動

啓

発

ポ

ス

タ

ー

入

賞

者

最
優
秀
賞

知
念
怜
香
（
松
島
中
３
年
）

優
秀
賞

嘉
手
川
倖
華
（
屋
良
小
１
年
）

比
嘉
慎
之
佑
（
宮
森
小
４
年
）

大
城
秀
平
（
南
風
原
中
３
年
）
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那
覇
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長

上
原

博

世
の
中
で
一
番
大
切
な

の
は
何
か
解
る
？
と
我
が

家
の
子
ど
も
達
に
質
問
す

る
と
、
即
答
で
「
命
」
と

答
え
る
。
そ
れ
は
子
ど
も

達
が
小
さ
い
時
か
ら
何
度

も
問
い
続
け
て
き
て
子
ど

も
達
と
い
っ
ぱ
い
話
を
し

よ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
ろ
う
と
し
た
結
果

だ
ろ
う
。

普
通
の
親
な
ら
「
勉
強

し
ろ
」
と
言
う
の
だ
ろ
う

が
、
ほ
と
ん
ど
言
っ
た
事

が
な
い
。
そ
れ
よ
り
は

「
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し
な
さ

い
」
「
返
事
し
な
さ
い
」

と
言
う
事
の
方
が
多
か
っ

た
と
思
う
。

そ
れ
に
対
し
て
子
ど
も

達
は
「
挨
拶
し
て
る
よ
」

「
返
事
し
て
る
よ
」
「
外

で
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
る

よ
」
と
言
う
。
で
も
、
家

庭
内
で
出
来
な
い
事
が
外

で
出
来
る
は
ず
が
な
い
。

『
家
な
れ
ー
る
外
な
れ
ー
』

そ
れ
に
声
が
小
さ
か
っ
た

り
、
態
度
が
わ
る
か
っ
た

り
す
る
と
挨
拶
や
返
事
は

相
手
に
伝
わ
ら
な
い
。
返

事
し
た
つ
も
り
、
挨
拶
し

た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。

こ
ん
な
事
を
何
年
も
続

け
て
い
る
と
嫌
が
ら
れ
る

が
段
々
と
良
く
な
っ
て
き

た
と
思
う
。

や
は
り
躾
、
教
育
の
原

点
は
家
庭
教
育
に
あ
る
の

だ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
子
ど
も
達
が

や
り
た
い
と
言
っ
て
き
た

事
は
何
で
も
や
ら
せ
て
い

る
。部

活
動
、
生
徒
会
、
習

い
事
研
修
会
、
サ
ー
ク
ル

活
動
、
旗
頭
、
そ
の
他
。

学
業
と
の
両
立
は
大
変
だ

と
思
う
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
見
る
と
嬉
し
く
な
る
。

そ
ん
な
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
た
子
ど
も
達
を
応

援
す
る
の
が
親
の
役
目
だ

と
思
う
。

「
平
成
二
十
七
年
度
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

家
庭
で
話
そ
う
！

我
が
家
の
ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大
切
さ
～

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」

小
学
生
の
部
五
点
、
中
学
生
の
部
五
点
、
一
般
の
部
三
点
を
沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
代
表
と
し
て
選
出
し
ま
し
た
。

「
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
県
代
表
作
品
決
定
！

○
南
城
市
立
馬
天
小
学
校
一
年

崎
濱
あ
い
か

す
て
き
な
ゆ
め
へ
と
さ
そ
い
だ
す
、か
ぞ
く
で
よ
も
う
え
ほ
ん
じ
か
ん
。

○
南
城
市
立
馬
天
小
学
校
三
年

棚
原
み
な
み

お
は
よ
う
さ
ん

元
気
し
ゅ
っ
ぱ
つ

て
く
て
く
登
校

○
嘉
手
納
町
立
嘉
手
納
小
学
校
一
年

が
な
は

と
き

ね
る
ま
え
の

お
や
す
み
ぎ
ゅ
う
は

い
い
き
も
ち

一
日
の
ご
ほ
う
び
み
た
い
だ
な

○
嘉
手
納
町
立
嘉
手
納
小
学
校
一
年

あ
げ
な

み
ゆ

は
ん
こ
う
き

わ
た
し
と
ま
ま
の

ち
え
く
ら
べ

○
う
る
ま
市
立
勝
連
小
学
校
二
年

く
ら
と
う

ゆ
い
あ

と
う
こ
う
中
、マ
マ
も
す
き
っ
ぷ

ラ
ン
♪
ラ
ン
♪
ラ
ン
♪

○
南
城
市
立
玉
城
中
学
校
三
年

稲
福
歩
奈

家
族
と
は

何
で
も
話
せ
る

い
や
し
の
場

○
南
城
市
立
玉
城
中
学
校
三
年

屋
宜
妃
菜

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く

家
族
と
話
そ
う

食
卓
で

○
南
城
市
立
玉
城
中
学
校
三
年

仲
里
梨
々
香

他
愛
な
い

昼
間
の
出
来
事

し
ゃ
べ
り
出
す

子
ど
も
３
人

誰
か
ら
聞
こ
う

○
那
覇
市
立
古
蔵
中
学
校
一
年

嘉
数
沙
季

一
日
の
命
を
大
切
に
、
家
族
と
話
し
て
な
や
み
も
解
決
！

家
族
以
外
に
何
が
い
る
。

○
那
覇
市
立
古
蔵
中
学
校
一
年

安
里

夢

つ
ら
い
と
き

い
つ
で
も
と
な
り
に

家
族
の
き
ず
な

○
那
覇
市
立
壺
屋
小
学
校

吉
門
美
香

我
が
家
の
「
あ
い
う
え
お
」

あ
い
さ
つ
を
す
る

い
つ
も
げ
ん
き
に

う
そ
は
つ
か
な
い

え
が
お
を
わ
す
れ
ず

お
も
い
や
り
を
も
つ

○
浦
添
市
立
前
田
小
学
校

金
城
由
佳

あ
い
さ
つ

一
緒
に
ご
飯

ぎ
ゅ
～
っ
と
ハ
グ

○
読
谷
村
立
喜
名
小
学
校

小
橋
川
君
代

日
中
、
文
句
を
言
う
君
と
闘
い
腹
を
立
て

世
の
中
で
一
番
大
切
な
の
は

我
が
家
の
子
育
て

一般の部 中学生の部 小学生の部
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年明け、某リゾートホテルが打ち上げるハッピー

ニューイヤー花火を自宅で見ながら、今年のテーマ

漢字１文字を決めました。それは「地」です。これ

から、しっかりと地に足をつけて他人（ひと）に惑

わされることなく自律した子育てをしていこうとな

ぜか強く誓いました。「子育ては自分育て」今、多

くを学ばせてもらっているこの状況に感謝し、2016
年申年、より良い情報発信ができるよう努力してい

きます。（新垣早苗）

広報委員

比嘉志麻子（島尻） 新垣 早苗（中頭） 末吉 建作（那覇）

伊波 郁美（那覇）

通信委員

仲間 里枝（国頭） 大川 艶子（宮古）鬚川 美穂(石垣)

編集後記

活
躍
で
き
る
場
、
認
め
ら
れ
る
場
、
期
待
さ
れ
る
場
を

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
事
業

に
取
り
組
む
、
豊
見
城
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
の
事
務
局
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業

は
、
『
少
年
の
主
張
大
会
』

『
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
』

『
深
夜
は
い
か
い
及
び
非
行
防

止
街
頭
指
導
活
動
』
や
ス
ポ
ー

ツ
を
と
お
し
て
の
健
全
育
成
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
、
会
長
の
念
願
で
あ
る

や
ん
ち
ゃ
な
生
徒
の
居
場
所
づ

く
り
を
１
カ
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
実
施
、
中
学
生
が
焼
き

菓
子
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
製
作

販
売
体
験
を
行
う
こ
と
で
、
子

ど
も
達
の
、
“
活
躍
で
き
る
場
”

“
認
め
ら
れ
る
場
”
“
期
待
さ

れ
る
場
”
に
繋
げ
ま
し
た
。
地

域
の
パ
テ
ィ
シ
エ
や
、
ナ
ナ
メ

の
関
係
と
言
わ
れ
る
年
齢
の
近

い
社
会
人
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
、

売
上
げ
を
子
ど
も
達
の
要
望
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
支
援
金

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」
を

育
め
る
よ
う
、
能
動
的
に
活
動

し
、
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能

力
、
課
題
対
応
能
力
な
ど
を
引

き
出
し
な
が
ら
、
毎
回
の
プ
ロ

グ
ム
ラ
ム
で
達
成
感
を
感
じ
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
工
夫
を
し

ま
し
た
。
結
果
、
子
ど
も
達
の

表
情
は
変
わ
り
、
自
ら
取
り
組

む
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
今
後
も
様
々
な

壁
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
に
、
今
回
の
体

験
か
ら
学
ん
だ
地
域
の
温
か
さ

を
思
い
出
し
て
欲
し
い
。
子
ど

も
達
と
初
対
面
の
瞬
間
、
「
大

人
や
社
会
の
都
合
で
子
ど
も
達

の
可
能
性
を
潰
し
て
は
な
ら
な

い
。
」
と
感
じ
ま
し
た
。
今
日

の
続
き
が
子
ど
も
達
の
未
来
へ

と
繋
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
地

域
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
育
ん

で
い
き
た
い
。

平成28年1月24日(日)
全大会：浦添市てだこホール

沖縄県PTA研究大会那覇大会

大会スローガン

「ＰＴＡが家庭・学校・地域の架け橋」

～ハイサイ！ハイタイ！笑顔を広げよう～

け が 共済金額

死亡共済金
（死亡したとき）

４００万円

入院共済金

（入院したとき）
入院１日につき

（１８０日限度）５千円

通院共済金

（通院したとき）

通院１日につき

（９０日限度）３千円

固定具を
装着したとき

実日数の合計(１
８０日限度)

固定具を装着した日数、1日
につき１，０００円
軟性装具(取外し式)５百円
※但し、固定具使用期間が入
院・通院」と重なる日数を
除く。
※眼鏡・コンタクトの場合
損害額５千円以下の場合は給
付しない。５千円を超える場
合は、損害額の１/２を支給
する。限度額は２万円とする。

入院および

通院したとき

入院＋通院＋固定具装備の
実日数の合計(１８０日限度)

後遺障害共済金
（後遺障害が

残ったとき）

４００万円～３万円

安全委員会 より 会員のみなさまへ

社
会
教
育
指
導
員
・

認
定
キ
ャ
リ
ア
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

惣
慶

貴
子
さ
ん

子ども達の幸せのためのＰＴＡ活動が思わぬ

災害によって、会員がお困りになることが数多

く起こっています。このことは会長さんはじめ、

会員同士としても心痛むことです。これらの災

害に対して不安を解消し、より充実したＰＴＡ

活動が展開されるよう「ＰＴＡ・青少年教育団

体共済法」に基づき共済事業を実施しています。


